令和7年度　全国学力・学習状況調査
結果の概要と改善の方向
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国　　　　語
【内容】
□「言葉の特徴や使い方に関する事項」の平均正答率
・全国平均と比べ、下回っている。
□「情報の使い方に関する事項」の平均正答率
・全国平均と比べ、上回っている。
□「我が国の言語文化に関する事項」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。

□「話すこと・聞くこと」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。

□「書くこと」の平均正答率
・全国平均と比べ、下回っている。

□「読むこと」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。


〇当該学年に配当されている漢字を適宜書き、文や文章で使う活動の充実。












〇事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えたいことを書く活動の充実。
〇説明や解説などの文章を比較するなどして読み、分かったことや考えたことを、話し合ったり文章にまとめたりする活動の充実。

■学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと。














■図表などを用いて、自分の考え方が伝わるように書き表し方を工夫すること。
■事実と感想、意見などの関係を叙述をもとに押さえ、文章全体の構成をとらえて用紙を把握すること。
本校の概要
改善の方向
今回の課題































算　　　　数
【内容】
□「数と計算」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。

□「図形」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。

□「測定」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。

□「変化と関係」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。

□「データの活用」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。


〇数の概念について理解し、その表し方や数の性質について考察する活動の充実。



〇伴って変わる二つの数量の変化や特徴を考察する活動の充実。




〇目的に応じてデータを収集、分類整理し結果を適切に表現する活動の充実。

■数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分幾つ分として捉えること。



■伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために必要な数量を見いだし、知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述すること。
■目的に応じて適切なグラフを選択して量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述すること。
本校の概要
改善の方向
今回の課題
























本校の概要
改善の方向
今回の課題



■電流が作る磁力について電磁石の強さは巻数によって変わることの知識の定着。







■レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見い出し表現すること。
【内容】
□「『エネルギー』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。

□「『粒子』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、上回っている。

□「『生命』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。

□「『地球』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。



理　　　　科

〇実験の結果から得られた性質や働き、規則性など活用したものづくりを充実させる。







〇自然の事物・現象について追究する中で、予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現する活動の充実。













〇自然の事物・現象について追究する中で、予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現する活動の充実。


■レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見い出し表現すること。
【内容】

□「『生命』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや下回る。

□「『地球』を柱とする領域」の平均正答率
・全国平均と比べ、ほぼ同程度であるがやや上回る。


理　　　　科














児童質問紙調査結果から
「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した合計を「肯定的な回答」として全国平均と比較し、特徴的だった質問事項を示します。
◇全国平均と比べ、「肯定的な回答が上回っているもの」◇
・自分にはよいところがあると思いますか。
・読書は好きですか。
・ICTの活用：自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。
・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができると思いますか。
◇全国平均と比べ、「肯定的な回答が下回っているもの」◇
・学校に行くのは楽しいと思いますか。
・新聞を読んでいますか。
・ICTの活用：友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる。
・ICTの活用：友達と協力しながら学習を進めることができる。





改善の方向
・自己肯定感の高さと、学びを生活に生かそうとする前向きな態度はこれからも大切に育てていきたいと考えます。
・学校が楽しいと感じていない児童が全国と比べて多いことを踏まえ、教育活動や様々な関係性の充実を図れるよう引き続き取り組みます。
・ICTについては、今後も学習場面で有効に活用できるよう取り組んで参ります。


